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研究成果の概要 

 人類の暮らしを豊かにしてきたプラスチックは、海洋プラスチック問題と脱炭素社会シフトへの機

運から重大な転換期に置かれている。この解決策として、サステイナブル材料の開発に期待が寄

せられている。脂肪族ポリエステル・ポリカーボネートには生分解性プラスチックとして知られるもの

がある。しかしこれらをサステイナブル材料に展開するためには「分解と材料寿命のトレードオフ」

（分解に伴う経時的な物性低下）の問題の解消が必須である。 

 本研究課題では、研究代表者の高分子合成と分解の技術をもとに、使用時には安定で高い熱・

力学物性（高物性）を発揮しながらも任意の時期にやさしい条件で迅速に分解される次世代分解

型高分子材料の創製を目指す。 

 2022年度は、2021年度に引き続き、2,2-bis(methylol)propionic acid (bis-MPA)から誘導される側

鎖に官能基を導入した脂肪族ポリカーボネート (MPA-PC) の熱特性とナノ構造について調べた。

側鎖が柔軟な構造の場合、MPA-PCのガラス転移温度(Tg)はしばしば 0 °C以下となり、室温では

粘性液体となる。これに対して、低重合度のMPA-PCを芳香族エステル三環構造でつないだマル

チブロックポリマーでは、ゴムのような伸縮性が確認された。原子間力顕微鏡により、芳香族三環構

造のナノ相分離が観察され、これが物理架橋点としてエラストマー特性に寄与していることが示唆

された。また、MPA-PCを含む脂肪族ポリカーボネートは自然環境中の分解よりもケミカルリサイク

ルの方が有用とする見方がある。そこで、無側鎖の脂肪族ポリカーボネートであるポリトリメチレンカ

ーボネート (PTMC) をモデルとして有機触媒を用いた分解反応を検討した。その結果、強力な有

機塩基が PTMCの加水分解と加メタノール分解に有効であることを明らかにした。 
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